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　雄 Sprague-Dawleyラットを無作為に，1；対照群（非敗血症）（n＝ 8），2；敗血症群（n＝ 8），3；敗血








inducible factor (HIF)-1aの遺伝子解析を RT-PCRを用いて行った。
（結果）
　Emaxは対照群で5.9±0.8mmHg/µlに対して，敗血症群では3.1±0.4mmHg/µlと有意に減少した（P＜0.05）。
アルブミン輸液療法群では Emaxは 7.0 ± 1.2 mmHg/µlと敗血症群に比較して有意に改善した（P＜ 0.05）。
心筋組織酸素濃度は対照群で 10.1 ± 0.9mmHgに対して，敗血症群では 4.7 ± 0.6mmHgと有意に低下してい
た（P＜ 0.05）。アルブミン輸液療法群では心筋組織酸素濃度は 9.0 ± 1.4mmHgと敗血症群に比較して有意











審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，敗血症モデル動物を用いて，敗血症では心収縮力と心筋組織の酸素濃度が低下すること，およ
びアルブミン輸液療法が心収縮力と心筋組織低酸素を改善することを明らかにした。また，敗血症ではアル
ブミン輸液療法による心筋組織酸素濃度の改善が心収縮力の回復に寄与することを示唆した。敗血症の新し
い治療法につながる興味深い結果であり，価値ある論文である。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
